
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

接種回数 2 回 

接種間隔 1 回目の接種から 3週間後、3 週間を超えた場合は速やかに接種 

有効性 ファイザー製の新型コロナワクチン：2 回注射後の発症予防効果は約 95％ 

主な副反応 ①注射した部位の痛み、頭痛、 筋肉痛、   疲労 、  寒気、   発熱 

 

 

 

②アナフィラキシーショック：発生頻度は 100 万回あたり 5 例（米国 2021 年 1 月） 

2021 年 4 月 

徳島大学病院 

山桃の会 

糖尿病臨床・ 

研究開発センター 

 

新型コロナワクチンの予防接種が始まります！ 
病原体（ウイルスや細菌など）そのもの又は、病原体を構成する物質などをもとに作ったワクチンを 

接種することで、その病原体に対する免疫（抵抗力）ができます。 

使用するワクチンは、メッセンジャーRNA 

（ｍＲＮＡ）ワクチンです。 

ｍＲＮＡワクチンは、ウイルスのタンパク質の一

部の遺伝情報（ｍRNA）を接種し、そのｍRNA

をもとに、体内でウイルスのタンパク質の一部

を作り、抗体をつくることで、新型コロナウイル

スに対する免疫を獲得します。 

投与方法は筋肉注射となります。 

新型コロナワクチンを接種しても、 

感染予防対策：マスク、手洗い、３密の回避 

は必要です。継続しましょう。 

参考資料：厚生労働省 

アナフィラキシーとは、薬や食物が身体に入ってから、

短時間で起きるアレルギー反応です。 

蕁麻疹などの皮膚症状、腹痛や嘔吐などの消化器症

状、息苦しさなどの呼吸器症状が急に起こります。 

血圧の低下を伴い、意識レベルの低下を来すような

場合をアナフィラキシーショックと言います。 

ワクチンを受けられない人 

・明らかに発熱している人（※１） 

・重い急性疾患にかかっている人 

・ワクチンの成分に対し、アナフィラキシーなど 

重度の過敏症（※２）の既往歴のある人 

・上記以外で、予防接種を受けることが不適当 

な状態にある人 
※１：明らかな発熱とは通常 37.5℃以上を指す。 

37.5℃を下回る場合も平時の体温と比べて発熱 

と判断される場合はこの限りではない。 

※２：アナフィラキシーや、全身性の皮膚・粘膜症 

状、喘鳴、呼吸困難、頻脈、血圧低下等、アナフ 

ィラキシーを疑わせる複数の症状。 

 

主治医に相談しましょう！！ 

抗凝固薬（血をサラサラにする薬）を飲んで

いる人は、ワクチンを受けた後、2分以上しっ

かり押さえてください。 

詳細は、徳島県糖尿病協会ホームページの「糖尿病患者さんの感染予防ガイドブック」第 4 版をご確認ください。

http://tokutokyo.org/ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

徳島県糖尿病協会・徳島大学病院糖尿病患者会「山桃の会」 

入会のご案内 

  

「山桃の会」は、徳島県糖尿病協会および徳島大学病院の糖尿病の 

患者会です。患者さんやそのご家族の方、医療従事者が入会できます。 

糖尿病に関する情報提供を行い、会員の皆さまの知識向上とよりよ 

い診療や療養指導の形成を目指しております。 

 本会にご入会していただきますと、患者会や糖尿病に関するイベント 

のご案内、月刊誌 “さかえ” を毎月郵送いたします。 

「山桃の会」の年会費は、3500 円です。 

  （主に日本糖尿病協会年会費、さかえ年間購読、郵送料込み） 

＊途中入会の場合は、上記を月割して、３月 31 日までの期間分を 

徴収させていただきます。 

 

毎月最新の糖尿病の情報が 

特集・企画されています。 

非常にわかりやすく書かれていて、 

読みやすい 1 冊です。 

新たな知識が増えます 

入会希望の方は、別紙入会申込書に必要事項をご記入の上、FAX でお送りください。 

入会申込書は、下記にご連絡ください。 

 

「山桃の会」 事務局 

〒770-8503 徳島市蔵本町 3-18-15 

徳島大学 糖尿病臨床・研究開発センター 

TEL：088-633-7587  FAX：088-633-7589 

Mail：ｄｔｒｃ＠tokushima-u.ac.jp 

 
  


